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県
社
協
の�

た
だ
く
中
、
岡
崎

洋
県
知
事
、
阿
部

絢
子
本
会
会
長
、

牧
内
良
平
県
共
同

募
金
会
会
長
よ
り

各
顕
彰
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
内
訳

は
、
神
奈
川
県
介

護
賞
（
十
人
）、
社

会
福
祉
関
係
者
知

事
表
彰
（
五
十
八

　

去
る
十
月
二
十
四
日
、
第
五
十
一
回
神
奈
川
県
社

会
福
祉
大
会
を
、
県
内
社
会
福
祉
関
係
者
約
千
名
の

参
加
の
も
と
、
県
立
音
楽
堂
（
横
浜
市
西
区
）
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
講
演
で
は
、
女
優
の
石
井
め
ぐ
み

さ
ん
に
「
や
さ
し
い
街　

や
さ
し
い
人
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
井
さ
ん
は
、
重
度

障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
長
男
優
斗
君
と
の
生
活
を

通
し
て
、
生
命
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ
た
経
験
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
、「
生
命
の
尊
さ
が
軽
ん
じ
ら
れ
が

ち
な
時
代
に
こ
そ
、
そ
れ
を
言
葉
に
し
、
広
く
伝
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
や
さ
し

い
街
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
に
ご
臨
席
い

人
、
十
二
団
体
）、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
知
事
表
彰
（
三

人
）、
共
同
募
金
運
動
功
労
者
県
知
事
表
彰
（
四
十
二

人
、
八
団
体
）、
県
社
協
会
長
表
彰（
四
百
六
十
一
人
、

八
十
五
団
体
）、
県
社
協
会
長
感
謝
（
二
百
四
十
二

人
）、
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
個
人
百
六
十
二

人
、団
体
十
九
団
体
、委
嘱
職
員
十
九
人
）で
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
里
親
の
成

沢
康
江
さ
ん
（
相
模
原
市
）
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の

思
い
出
に
触
れ
、「
巣
立
っ
て
い
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

用
者
、
保
護
者
の
方
々
な
ど
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
へ
の
期
待
等
の
発
題

が
あ
り
ま
し
た
。
施
設
利
用
者
か
ら
は
「
髪
を
染
め

た
い
」「
音
楽
を
一
人
で
聴
き
た
い
」
な
ど
、
ご
く
当

た
り
前
の
希
望
が
聞
か
れ
、
権
利
擁
護
の
高
揚
の
中

に
あ
っ
て
も
、
遅
々
と
し
て
い
る
現
状
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
「
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
の
存
在
や
役
割
が
具
体
的
に
分
か
ら
な
か

っ
た
。
相
談
時
だ

け
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
気
軽
に
話

せ
る
関
係
を
作
っ

て
欲
し
い
」
と
、

今
後
の
活
動
に
期

待
す
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
か
ら
は
、
自

分
の
仕
事
と
活
動

と
の
両
立
の
難
し

さ
や
相
談
者
に
対
す
る
理
解
の
あ
り
方
等
、
資
質
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
課
題
や
団
体
内
で
の
自
己
完

結
に
よ
る
閉
塞
化
、
運
営
資
金
面
の
こ
と
等
、
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
団
体
相
互

に
共
有
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
い

う
認
識
の
も
と
、
今
後
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
協
議
会
」
の
設
立
に
向
け
、
協
働
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

権
利
擁
護
の
難
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
今
回
の

集
会
で
す
が
、
同
時
に
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
地

道
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
権
利

擁
護
に
繋
が
っ
て
い
く
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
あ
し
す
と
）

九
百
九
十
七
人
・
百
二
十
四
団
体
の
功
績
を
讃
え

―
第　

回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
―

５１

　

契
約
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問
わ
れ
る
中
、
高
齢
者
や
障

害
者
等
の
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
声
を
代
弁

し
、
権
利
を
擁
護
し
て
い
く
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

は
、
地
域
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
内
に
は
十
を
超
え
る
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
活
動
（
以
下
、
活
動
）
に
百
人
以

上
の
方
々
が
参
加
し
て
お
り
、
全
国
的
に
も
先
進
的

な
取
り
組
み
を
見
せ
て
い
ま
す
。し
か
し
、活
動
の
広

が
り
と
と
も
に
様
々
な
課
題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
質
の
確
保
、
向

上
を
目
指
し
、
横
断
的
組
織
の
設
立
を
す
す
め
て
い

る
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
協
議
会
準

備
委
員
会
」
が
中
心
と
な
り
、
本
会
「
あ
し
す
と
」

も
参
画
し
、
十
月
十
九
日
、
県
社
会
福
祉
会
館
（
横

浜
市
神
奈
川
区
）
で
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
研
究
・
交
流
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
基
調
講
演
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

身
体
・
知
的
障
害
者
福
祉
施
設
や
老
人
福
祉
施
設
利

活
動
の「
い
ま
」そ
し
て「
将
来
」を
語
り
合
う

―
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
研
究
・
交
流
集
会
を
開
催
―

本会阿部会長から表彰状を受け
とるボランティア功労賞受賞者

７つのグループに分かれて行われた分散会で
は、参加者それぞれが思いを語り交流を深めた


